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去
る
四
月
二
十
九
日
、
平
成

二
十
七
年
春
の
叙
勲
が
発
表
に

な
り
、
久
慈
義
昭
氏
（
本
町
）

が
「
旭
日
中
綬
章
」
受
賞
の
栄

に
浴
さ
れ
た
。

　

こ
の
勲
章
は
長
年
に
わ
た
っ

て
地
方
自
治
の
進
展
や
産
業
振

興
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
方
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
、「
旭
日
中
綬

章
」
は
全
国
で
二
十
四
人
、
本

県
で
は
義
昭
氏
が
受
賞
し
た
。

　

五
月
十
三
日
、
東
京
都
内
の

ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た「
伝
達
式
」

に
は
義
昭
氏
と
陽
子
夫
人
が
同

伴
で
出
席
し
、
喜
び
を
分
か
ち

合
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
高
市
総
務
大
臣
か
ら

勲
章
の
伝
達
が
あ
り
、
受
賞
者

は
頂
い
た
勲
章
を
胸
や
嚥え

ん

下か

に

着
用
し
て
皇
居
に
向
か
っ
た
。

参
内
す
る
と
、
受
賞
者
は
宮
中

晩
さ
ん
会
が
開
催
さ
れ
る
「
豊

明
殿
」
に
通
さ
れ
た
。

　

整
列
し
て
待
つ
こ
と
三
十
分
、

天
皇
陛
下
は
定
刻
の
午
後
一
時

半
き
っ
か
り
に
、
侍
従
長
の
先

導
で
御
入
場
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

陛
下
が
壇
上
に
立
た
れ
た
と

こ
ろ
で
、
義
昭
氏
が
五
百
人
の

受
賞
者
を
代
表
し
て
「
こ
の
た

び
勲
章
を
授
与
せ
ら
れ
ま
し
た

私
ど
も
の
栄
誉
、
こ
れ
に
優
る

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
栄

誉
を
体
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
一
層
の
精
進
を
重
ね
る
決
意

で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
御
礼
の
言

上
を
申
し
上
げ
た
。

　

陛
下
は
受
賞
者
の
長
年
に
わ

た
る
労
苦
を
ね
ぎ
ら
い
、「
こ
れ

か
ら
も
身
体
を
い
た
わ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
道
を
励
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

義
昭
氏
は
「
こ
の
勲
章
は
自

分
に
は
重
過
ぎ
ま
す
が
、
今
後

も
侍
浜
町
と
久
慈
市
の
発
展
の

た
め
に
微
力
を
さ
さ
げ
た
い
」

と
受
賞
の
喜
び
を
語
っ
て
い
た
。

　

侍
浜
牧
野
農
業
協
同
組
合
の

第
六
十
五
回
総
代
会
が
、
五
月

十
日
侍
浜
公
民
館
で
開
催
さ
れ

た
。

　

畑
中
幸
一
筆
頭
理
事
の
開
会

に
続
き
、
桑
田
辰
治
組
合
長
が

あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
二
十
六
年

度
の
事
業
概
況
も
含
ん
だ
形
で

「
組
合
運
営
は
極
め
て
厳
し
い

傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
昨
年

度
か
ら
資
産
運
用
の
検
討
を
進

め
、再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業（
用

地
賃
借
）
を
今
年
度
の
最
重
点

事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
結
果
、
双
日
株
式
会
社

（
東
京
都
千
代
田
区
）
へ
平
成

二
十
七
年
か
ら
約
二
十
二
年
間

（
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
設
置
期
間

含
め
）
堀
切
地
内
の
山
林
約
三

〇
ha
が
賃
借
仮
契
約
の
運
び
と

な
り
、
予
定
地
の
赤
松
を
販
売

し
ま
し
た
。
こ
の
事
に
よ
り
今

後
二
十
年
間
に
渡
り
毎
年
八
百

万
〜
一
千
万
円
の
賃
借
料
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
継
続
事
業
で
あ
る
、
さ

む
ら
い
は
ま
牧
野
の
丘
公
園
の

管
理
作
業
も
組
合
員
の
皆
さ
ん

の
労
力
提
供
に
よ
り
、
一
層
公

園
ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
役
員
一
丸
と
な
っ
て

組
合
運
営
に
努
め
ま
す
の
で
、

組
合
員
の
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

浜
坂
實
氏
（
保
土
沢
）
を
議

長
に
選
任
し
議
事
が
進
め
ら
れ
、

第
一
号
議
案
平
成
二
十
六
年
度

事
業
報
告
等
か
ら
第
五
号
新
役

員
の
承
認
ま
で
話
し
合
わ
れ
た
。

質
疑
等
で
は
、
浅
水
和
夫
さ
ん

（
桑
畑
）か
ら
、（
質
）
六
十
五
周

年
の
記
念
事
業
、
ま
た
剰
余
金

の
配
当
等
の
考
え
は
な
い
か
。

（
答
）
現
段
階
で
は
考
え
て
い

な
い
。
新
体
制
で
検
討
し
て
い

く
。
越
戸
勝
雄
さ
ん（
横
沼
）

か
ら
は
、
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

仮
契
約
ま
で
漕
ぎ
つ
け
た
中
、

退
任
を
表
明
し
て
い
る
桑
田
組

合
長
に
対
し
、
謝
辞
が
述
べ
ら

れ
た
。
ま
た
、久
慈
潔
さ
ん（
堀

切
）
か
ら
、
太
陽
光
発
電
事
業

に
つ
い
て
、「
会
報
を
発
行
す

る
か
、
何
ら
か
の
形
で
組
合
員

に
周
知
し
て
ほ
し
い
。」
と
意

見
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
特

に
問
題
は
無
く
、
議
事
は
原
案

通
り
可
決
さ
れ
た
。

　

総
代
会
終
了
後
、
早
速
役
員

会
を
開
催
し
、
新
組
合
長
に
田

村
英
寛
氏（
角
柄
）を
選
出
し
た
。

　

新
理
事
は
、
次
の
通
り
。

組
合
長
　
田
村
　
英
寛（
角
柄
）

筆
頭
理
事
　
畑
中
　
幸
一（
外
屋
敷

）

理
　
事
　
田
中
　
武
雄（
横
沼
）

　
　
　
　
中
　
　
利
美（
菱
倉
）

　
　
　
　
小
向
　
栄
吉（
白
前
）

　
　
　
　
工
藤
　
文
義（
保
土
沢

）

　
　
　
　
谷
崎
修
一
郎（
向
町
）

　
　
　
　
下
向
　
　
武（
桑
畑
）

　
　
　
　
柄
沢
　
拓
登（
北
野
）

　
　
　
　
林
崎
　
　
繁（
堀
切
）

　
　
　
　
久
慈
　
宣
彦（
本
町
）

監
　
事
　
浅
水
　
孫
一（
外
屋
敷

）

　
　
　
　
久
慈
　
重
明（
角
柄
）

　
　
　
　
小
山
田
福
蔵（
白
前
）

参
　
事
　
桑
田
　
辰
治（
堀
切
）

事
務
局
長
　
清
水
頭
初
雄

　

侍
浜
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は

四
月
二
十
日
の
総
会
で
、
新
会

長
に
市
老
連
体
育
副
部
長
・
松

寿
会
理
事
の

桑
田
和
雄
氏

(

七

三)

が

選

出
さ
れ
ま
し

た
。

　

五
月
十
二
日
、

侍
浜
町
振
興
協
議

会
交
通
部
（
林
崎

繁
部
長
）
と
侍
浜

町
交
通
安
全
母
の

会
（
越
戸
千
江
会

長
）
で
は
侍
浜
町

向
町
（
向
町
信
号

交
差
点
付
近
）で
、

「
交
通
安
全
街
頭

　

ま
た
、
同
会
の
会

長
を
二
十
七
年
間
に

わ
た
っ
て
務
め
た
久

慈
幸
太
郎
氏(

八
八)

に
、
町
老
連
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

桑
田
新
会
長
は
「
一
ク
ラ
ブ

三
名
の
新
規
会
員
を
大
募
集
中
。

地
域
に
高
齢
者
の
活
動
が
な
い

と
い
う
方
（
お
お
む
ね
六
十
歳

以
上
）、
ぜ
ひ
一
緒
に
ク
ラ
ブ

活
動
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
生
き

が
い
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
で
健

康
づ
く
り
、
市
公
民
館
と
の
地

域
づ
く
り
、
二
十
八
年
に
開
催

予
定
の
い
わ
て
国
体
へ
の
協
力
、

人
気
の
ジ
オ
パ
ー
ク
、
ト
レ
イ

ル
参
加
、
地
域
の
宝
で
あ
る
子

ど
も
た
ち
と
地
域
の
歴
史
や
文

化
の
存
在
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

　

価
値
観
や
体
力
の
違
い
が
大

き
い
が
、
お
互
い
に
連
携
協
力

し
、
活
動
を
展
開
し
た
い
」
と

意
欲
的
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

啓
発
」
を
行
っ
た
。

　
「
ル
ー
ル
む
し
　
し
ん
ご
う

む
し
は
　
わ
る
い
む
し
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
で
実
施
！

　

交
通
部
や
母
の
会
の
メ
ン
バ

ー
ら
が
、
信
号
待
ち
の
車
両
に

黄
色
い
羽
根
や
啓
発
テ
ィ
ッ
シ

ュ
等
を
配
付
し
た
。

　

早
朝
か
ら
お
疲
れ
様
で
し

た
。

侍
浜
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
新
会
長
に
桑
田
和
雄
氏

❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧

　『希望郷いわて国体』開催まで、１年５か月となり、侍浜町
でも『お・も・て・な・し』の心で歓迎するため、公民館事業の
一環で、侍浜小学校の児童・保護者の皆さんで『みんなでもり
あげよう!!  希望郷いわて国体　Ｐ（ペットボトル）・Ｃ（キャッ
プ）・Ａ（アート）大作戦!!』に取り組みます。この事業は、ペットボトルのキャッ
プを集め、巨大な絵を制作し各種柔道大会や各種イベントなどで展示し、国体開
催の機運を盛り上げていきたいと思い開催します。
　そこで町内の皆様にお願いですが、６月中をめどにペットボトルのキャップの
収集にご協力をお願いします。キャップの必要数は、2,300個です。
　キャップは、侍浜公民館まで届けていただくようお願いします。

　　• 黒色キャップ　529 個（コカコーラライト・黒烏龍茶など）
　　• 白色キャップ　785 個（ポカリスエット・爽健美茶・ファンタなど）
　　• 緑色キャップ　286 個（いろはす全種類など）
　　• 青色キャップ　184 個（アクエリアスなど）
　　• 赤色キャップ　387 個（コカコーラなど）
　　• 黄色キャップ　133 個（バヤリースなど）

いわて国体マスコ
ット「柔道うにっ
ち」をデザインし
た巨大な絵を作り
ます!!

ペットボトルキャップ必要総数　2,304個

ペットボトルキャップ収集のお願い
ペットボトルキャップ収集のお願い 春の全国交通安全運動

街頭啓発を実施�

久
慈
義
昭
氏
に

「
旭
日
中
綬
章
」が
贈
ら
れ
る

久慈義昭元市長さんの叙勲祝賀会の

出席希望の方をとりまとめます
　叙勲祝賀会が次のとおり開催されます。町内で出席を希望す
る方を侍浜町振興協議会で取りまとめますので、希望する方は、
６月10日（水）までに、ご連絡をお願いします。

○叙勲祝賀会の日程等

　　日時：平成 27 年７月４日（土）午後６時から
　　場所：ロイヤルパークカワサキ　 会費：8,000 円

　なお、侍浜町から出席する場合、送迎バスを利用できます。
　バスの時間については、後で連絡します。
○申込方法
　　各町内会長へ氏名・住所をお知らせください。
　　町内会で取りまとめ後、町内会長は侍浜公民館【電話 58

−2111】へ出席者名・住所をお申込みください。

※キャップの色が上記の色であれば、

種類は何でも構いません。

※黒色のキャップが集まりにくいと

考えております。少数でも構いま

せんのでご協力をお願いします。

※必要数になりしだい、キャップの回

収は終了となりますので、ご了承

願います。

侍
浜
牧
野
組
合
総
代
会

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
仮
契
約 

侍
浜
牧
野
組
合
総
代
会

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
仮
契
約 

侍
浜
牧
野
組
合
総
代
会

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
仮
契
約

新
組
合
長
に
田
村
英
寛
氏
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むかい
　そうまさん
　　 （６歳）

くじ
　あゆさん
　　（４歳）

谷崎 トメさん
（83 歳）

たむら
　れんたさん
　　 （５歳）

おおつぼ
　こうがさん
　　（２歳）

お
知
ら
せ

〇
六
月
（
水
無
月
）

・
四
日　
　

侍
浜
中
、
拓
陽
支

援
学
校
交
流

・
四
日　
　

三
歳
児
健
診

・
五
日　
　

侍
浜
小
学
校
授
業

参
観
日

・
六
日　
　

花
い
っ
ぱ
い
運
動

・
七
日　
　

市
民
体
軟
式
野

球
・
卓
球
競
技

・
一
二
日　

健
康
相
談
日

・
一
三
〜
一
五
日　

久
慈
地
区

中
学
校
総
合
体
育

大
会

・
一
七
日　

一
歳
児
相
談

・
一
七
日　

久
慈
市
小
学
校
陸

上
記
録
会

・
一
七
日　

侍
浜
小
、
拓
陽
支

援
学
校
交
流

・
一
八
日　

六
ヶ
月
児
検
診
、

四
〜
五
ヶ
月
児
相

談

・
一
九
日　

一
歳
六
ヶ
月
児
検

診

・
一
九
日　

拓
陽
支
援
学
校
土

風
館
販
売

・
二
一
日　

市
民
体
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

・
二
六
日　

健
康
相
談
日

・
二
六
日　

わ
ん
つ
か
っ
こ
教

室

・
二
七
日　

侍
浜
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
奉

仕
作
業

・
二
八
日　

市
民
対
サ
ッ
カ
ー

競
技

・
三
〇
日　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
交
流
会

験
を
し
た
。

　

「
サ
ッ
パ
船
か
ら
の
眺
め
が

素
晴
ら
し
く
説
明
が
フ
リ
ッ
プ

を
使
っ
て
分
か
り
易
か
っ
た
。」

と
生
徒
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

い
た
。

　

民
泊
受
入
の
田
中
和
子
さ
ん

は
、「
民
泊
は
二
年
振
り
の
受

け
入
れ
だ
が
、
生
徒
さ
ん
た
ち

を
し
っ
か
り
お
も
て
な
し
を
し

た
い
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

平
成
二
十
七
年
度
の
区
長
会

並
び
に
町
内
会
連
合
会
役
員
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
侍
浜
地
区
区
長
会

会
　
長
　
桑
田
　
辰
治（
堀
切
）

副
会
長
　
中
屋
敷
　
進（
白
前
）

事
務
局
　
谷
崎
修
一
郎（
向
町
）

監
　
事
　
越
戸
　
千
江（
保
土
沢

）

　
　
　
　
浅
水
　
満
男（
外
屋
敷

）

◆
侍
浜
地
区
町
内
会
連
合
会

会
　
長
　
村
岡
　
驕
一（
堀
切
）

副
会
長
　
越
戸
　
千
江（
保
土
沢

）

事
務
局
　
谷
崎
修
一
郎（
向
町
）

監
　
事
　
小
向
　
　
進（
角
柄
）

　
　
　
　
舛
森
　
利
之（
麦
生
）

【営業時間】
午前：８ 時〜12 時
午後：13 時〜17 時

冷凍やきとり 販売中
国道45号線沿い

TEL 0194 − 64 − 1250

年中販売
  してます�

振興協議会町内会選出理事（任期 平成27〜28年度）

広報委員会 環境福祉部 防犯防災部 交　通　部 体　育　部 健全育成部

部 長 石崎正太郎 日當　由蔵 林崎　　繁 菅原　義巳 桑田　春美

副 部 長 森岩　　守 桑田　末吉 野田　弘明 久慈　重男 西野　幸恵

事務局長 浅水　和明 林崎　正人 坂上　勝則 大坪　　剛 久慈美奈穂

角 柄 菅原　正次 小向　秀子 中　登規雄 久慈　重明 小向　　悟 加美　義夫

堀 切 谷崎　貴子 久慈　幸作 越戸　敏巳 林崎　　繁 久慈　重男 坂本いく子

桑 畑 浅水　和明 下向　　優 浅水　和夫 坂上　勝則 船渡　博和 桑田　春美

外 屋 敷 久慈　常雄 谷崎ゆかり 林崎　正人 外谷　　清 浅水　正秀 久慈美奈穂

本 町 馬場ひとみ 長谷川和子 久慈　宏之 大渡　幸治 久慈　翔介 浜坂奈津子

向 町 石崎正太郎 船渡栄五郎 日當　由蔵 工藤　幸広 越戸　照彦 谷崎　　純

北 野 西田　宏一 菅原由美子 桑田　末吉 長代　福巳 菅原　義巳 小向　洋子

保 土 沢 菅原　淳一 工藤　文義 工藤　静夫 浜坂　孝作 松舘　久夫 西野　幸恵

白 前 菅原　光子 向井　照秋 畑中　正雄 大西　広吉 沢口　百代 大道　鈴子

横 沼 東　　美晴 大久保珠美 小向　繁雄 野田　弘明 大坪　　剛 大坪　和樹

本 波 本波　茂男 本波　　進 木ノ下　勇 本波　明重 本波　克己 木ノ下ゆう子

麦 生 森岩　　守 浜道アツ子 上森　邦夫 小向　光広 小向　正人 向　　　悟

　

六
月
か
ら
二
月
ま
で
毎
月
一

回
（
全
九
回
）、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
介
護
予
防
普
及
啓

発
事
業
『
わ
ん
つ
か
っ
こ
侍
浜

教
室
』
を
侍
浜
公
民
館
で
開
催

し
ま
す
。

　

こ
の
教
室
は
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
心
も
体
も

元
気
で
い
き
い
き
と
生
活
で
き

る
よ
う
、
健
康
に
関
す
る
知
識

や
運
動
の
仕
方
を
学
び
、
主
体

的
に
介
護
予
防
に
取
り
組
み
が

で
き
る
よ
う
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
毎
月
の
回

覧
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
、
参
加
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

◇
第
一
回
開
催
日

　

六
月
二
十
六
日
（
金
）

　
　
九
時
三
十
分
〜

　
　
　
　
　
十
二
時
三
十
分

「
わ
ん
つ
か
っ
こ
侍
浜
教
室
」

♦
♦
開
催
の
ご
案
内
♦
♦

❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧
❧

●
白
百
合
学
園
中
学
校

（
二
十
日
〜
二
十
二
日
）

　

仙
台
の
白
百
合
学
園
中
学
校

（
泉
区
）二
年
生
の
う
ち
十
四
名

が
、
二
十
一
日
に
横
沼
漁
港
で

漁
業
体
験
を
行
っ
た
。
三
隻
の

サ
ッ
パ
船
に
分
乗
し
て
、
さ
し

網
あ
げ
体
験
等
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
二
十
五
名
が
侍
浜
で

の
民
泊
体
験
を
行
っ
た
。

【
門
間
唯
菜
さ
ん
と
宮
崎
け
や

き
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
】

　

「
初
め
は
、
船
酔
い
を
心
配

だ
け
れ
ど
も
船
長
さ
ん
も
優
し

く
、
網
か
ら
魚
を
取
る
作
業
も

楽
し
か
っ
た
。

　

生
き
て
い
る
魚
を
触
っ
た
の

が
初
め
て
だ
っ
た
。
楽
し
い
思

い
出
に
な
っ
た
。」

●
八
木
山
中
学
校

（
十
五
日
〜
十
七
日
）

　

仙
台
の
八
木
山
中
学
校
（
太

白
区
）
二
年
生
の
う
ち
二
十
名

が
五
月
十
六
日
に
横
沼
漁
港
で

サ
ッ
パ
船
ク
ル
ー
ズ
の
体
験
を

行
っ
た
。

　

三
十
名
が
侍
浜
で
の
民
泊
体

　

平
成
二
十
七
年
五
月
に
仙
台

の
中
学
校
三
校
が
、
教
育
旅
行

で
来
町
し
、
漁
業
体
験
や
サ
ッ

パ
船
ク
ル
ー
ズ
体
験
、
民
泊
体

験
を
行
っ
た
。

　

浜
人
倶
楽
部
（
桑
田
鉄
男
代

表
）
と
民
泊
受
入
の
御
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
広
瀬
中
学
校

（
八
日
〜
十
日
）

　

仙
台
の
広
瀬
中
学
校
（
青
葉

区
）
二
年
生
の
う
ち
、
四
十
名

が
五
月
九
日
に
漁
業
体
験
を

行
っ
た
。

　

横
沼
漁
港
か
ら
サ
ッ
パ
船
に

乗
り
込
み
、
さ
し
網
あ
げ
体
験

と
網
か
ら
魚
な
ど
を
外
す
体
験

を
し
た
。

教
育
旅
行
で
三
校
が
侍
浜
に
�

平
成
二
十
七
年
度

町
内
会
役
員

海
はま お ど

鳴塾【侍浜オフサイドミーティング】開催�
１．趣　　旨　私たちの暮らす侍浜町において、「侍浜町の侍浜町による侍浜

町のため」の“地域”にこだわり、“地域”に根ざした活動と
実践を展開するため、侍浜町に住んでいる人、侍浜出身者、侍
浜関係者、侍浜を応援する人が、年齢・性別・役職に関係なく
自由に発言する場と機会を設定し「自分たちのまちをより良い
まちにしていきたい」という観点で集まる場とし、ゆるやかな
つながりの中で、日常的な情報交換や定期的な交流を行うこと
を目的とし、“志高く、されど敷居は低い会（海鳴塾）”とします。

２．開催回数　平成27年度は、４回程度（参加者の意向により変動します）

３．第１回開催
　　　【日 時】平成 27 年６月27日（土）　午後６時頃から
　　　【内 容】男の料理とオフサイドミーティング（フリー対話）

九州　福岡のパクリですが、
「明日晴れるかな」、「あの日あの時あの場所で君に会えなかったら」

　　　　　　　※アルコール有です。
　　　　　　　参加費：千円

４．会　　場　侍浜公民館
５．参加対象者　侍浜町に住んでいる人、侍浜出身者、侍浜関係者、侍浜を応

援する人

６．参加申込　平成27年６月22日までに　侍浜公民館（☎ 58−2110）に
申し込むこと。

７．そ の 他　第２回以降は、第１回オフサイドミーティング（フリー対話）
で内容及び期日を決定します。

侍浜オフサイドミーティングとは、
ゆるやかなつながりの中で，日常的な情報交換や定期的な交流を行うことを目的とした
サークルとし，“志高く，されど敷居は低い”ゆるい対話のできるサークルを目指します。

海
はま お ど

鳴塾【侍浜オフサイドミーティング】開催�

増えること期待

※ 環境福祉部の役員は掲載時未決定です。


